
この広報は共同募金の助成を受けて発行しております。

第５３号
［2019年９月15日発行］

目　次

⃝第14回一関市社会福祉大会報告　� 　P2〜4
⃝写真で見る支部通信　� 　P5
⃝推進協活動紹介・一般公募助成について　� 　P6
⃝赤い羽根共同募金協力依頼　� 　P7
⃝まごころ寄附　� 　P8

高校生保育ボランティア体験を開催
　７月29日・30日、８月１日・２日に千厩保
健センター内のおやこ広場「てって」で高校
生保育ボランティア体験を開催。
　参加生徒は子どもの言動や成長にたくさん
の気づきを得て、「子どもが笑顔になってく
れたのが嬉しかった」「ひとりひとりの子ども
と向き合っていきたい」と話していました。

夏体験・ボランティアスクールを開催
　８月５日、７日、８日の３日間、夏体験・
ボランティアスクールを開催し、「災害時の
対応について学ぼう！」「地域の魅力を知ろ
う！」「ボランティアの基礎を学ぼう！」の
３コースに市内の中高生延べ31名が参加。
　それぞれの体験を通して、災害に対する知
識を持つことの大切さや一関の魅力に改めて
気づくとともに、思いやりの心を育てる機会
となりました。

高校生保育ボランティア体験

夏体験・ボランティアスクール
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生活課題に悩んでいる方も増え、より一人ひとり
に寄り添った支援が必要となっています。
　このような現状を踏まえて、社会福祉協議会の
基本理念である「支え合い　幸せ感じる　地域の
暮らし」の考えを共有し、福祉関係者と市民が協
働する福祉の取り組みが必要であることを再確認
し、次の事項を重点に福祉のまちづくりにまい進
してまいります。

一 、 市民の主体的な福祉活動の推進と地域資源の
ネットワーク整備に努めます。

一 、 市民の地域福祉に対する思いと力を結集し、
生活を基本とする福祉活動の推進に努めます。

一 、 多様な生活課題に悩んでいる方々に対し、寄
り添った支援を行います。

　以上、本大会において宣言します。

第14回　一関市社会福祉大会

　本日、私たち社会福祉関係者は、一関文化セン
ターに集い、第 14回一関市社会福祉大会を開催
しました。
　大会では、社会福祉の活動に尽力された方々
への感謝と、特定非営利活動法人豊島子ども
WAKUWAKUネットワーク理事長の栗林知絵子
氏による、「地域を変える　子どもが変わる　未来
を変える」と題した講演では、地域の方々を巻き
込み安心した地域づくりを行うこと、誰か一人が
やるのではなく地域が協力することで未来を変え
る取り組みができることを身近に考えることがで
きました。
　少子高齢化や核家族化、過疎化が進み、住民同
士のつながりの希薄化など、地域社会を取り巻く
環境は変化しています。
　また、経済的に困窮している方だけではなく社
会的孤立による悩みを抱えている方など、多様な

　これまで積極的かつ主体的な福祉活動に取り組んでいただいた方々への感謝と顕彰を行いながら、関係者と
心を合わせて理念の実現に向けてより一層の努力を誓いあう機会として、７月26日に一関文化センターで第14回
一関市社会福祉大会が開催され、福祉関係者、市民約700人が参加しました。

大　会　宣　言

　地域活動発表では、「世界に羽ばたく車
いす」のテーマのもと、今年度ボランティ
ア協力校である岩手県立千厩高等学校産業
技術課の生徒から、車いす修理活動の発表
が行われました。「使いやすい車いすに再
生し、海外で車いすを必要としている人の
手助けをしていきたい」との発表がありま
した。

　講演では、特定非営利活動法人豊島子どもWAKUWAKUネット
ワーク理事長の栗林知絵子氏を講師に、今話題の子ども食堂（居場
所づくり）や学習支援活動を進めるなか、地域で活躍する“おせっか
いさん”が大きな役割を担っていること、また、「地域で育んだ子ど
もたちが大人になったら地域を支えていくようになる」との講演を
いただきました。
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第14回一関市社会福祉大会　被表 彰 者 （敬称略）

１．�社会福祉協議
会関係功労

　（社協会長　表彰状）
１　社会福祉協議会
　　理事
　（通算８年以上在職）
菅　原　榮　治

２　社会福祉協議会
　　評議員
　（通算８年以上在職）
松　川　栄　一
藤　野　正　行

３　社会福祉協議会
　　福祉委員　
　（通算８年以上在職）
一関支部
千　葉　　　昭
千　葉　榮　市
阿　部　克　朗
辻　山　慶　治
千　葉　康　弥
茶　畑　トシ子
槻　山　喜一郎
伊　藤　　　一
佐　藤　　　精
佐　藤　勝　一

花泉支部
千　葉　雄一郎
阿　部　富　次

大東支部
千　葉　一太郎
大　原　一　則
武　田　文　一
渥　美　　　力
菅　野　玲　嗣
及　川　幸　夫
加　藤　寛　治
加　藤　　　正
下川原　一　二
佐　藤　軍　一

千厩支部
山　田　照　夫
千　葉　照　嘉
佐　藤　　　弘

東山支部
鈴　木　正　敏
菅　原　信　吉
千　葉　秋　美
鈴　木　　　誠
那須野　元　弘

室根支部
千　葉　賢　司
小野寺　洋　子

川崎支部
菅　原　常　夫
小　山　　　司

藤沢支部
三　浦　直　志
三　浦　　　徹

４　�社会福祉協議会
会長が委嘱した
委員

　（通算８年以上）
千　葉　妙　子

５　社会福祉協議会
　　職員
　（通算 20年以上在職）
小野寺　みちよ

２．�民生委員児童
委員功労

　（社協会長　表彰状）
１　�民生委員児童

委員
　（通算８年以上在職）
一関支部
郷　内　善　子
本　多　良　子
小野寺　友　子
小　野　洋　子
水　澤　美喜子
兒　玉　惠　子
佐　藤　勝　美
千　葉　容　子
小野寺　俊　雄
増　山　京　子
小野寺　　　勇
佐　藤　耀　子
阿　部　昭　代
鈴　木　五　郎
熊　谷　直　通
保　坂　久　子
佐々木　富　男
鈴　木　良　一
佐　藤　恭　子
小野寺　京　子
寺　澤　淑　子
小　川　みどり
東海林　英四郎
伊　 則　男

吉　田　昌　夫
阿　部　惠美子
三　浦　悦　子
阿　部　美代子
佐々木　すえ子
佐　藤　恵　子
佐　 奈保子
小　岩　喜佐子
千　葉　隆　子
塙　　　一　雄
阿　部　えり子
金　野　達　夫
舩　山　光　子
中　野　智賀子
千　田　　　覺
岩　渕　てる子
佐々木　裕　子

花泉支部
小野寺　良　行
朝　田　まり子
加　藤　信　男
葛　西　邦　夫
阿　部　禎　子
佐　藤　宏　昭
千　葉　美和子
佐々木　なよ子
佐　 裕　子
菅　原　とき子
千　葉　かよ子

大東支部
中　川　宗　子
小　山　富　夫
佐　 やよい
佐　藤　新　一
菊　池　幸太郎

千厩支部
佐　藤　八重子
白　石　せつみ
三　浦　幸　子
阿　部　　　務
原　力　夫

小野寺　信　二
柴　田　律　夫

東山支部
佐　藤　藤　次
高　階　満　雄
小野寺　東　男
水　城　公　志

室根支部
伊　東　　　誠

菅　原　健　一
川崎支部
小野寺　伊久子

藤沢支部
皆　川　生　子
佐々木　百合子
菅　原　とも子
皆　川　冨　雄

３．�民間社会福祉
施設関係功労

　（社協会長　表彰状）
１　�社会福祉施設

の職員
　（通算 20年以上在職）
さいわい会
柴　山　　　綾
千　葉　初　美
千　田　　　静

仁愛会
小野寺　真　穂
千　葉　好　子

二桜会
菅　原　真　悦

一関秀和会
村　上　紀　子

千厩寿慶会
小　山　眞有美
魚　住　泰　宣
小　山　利　恵
菅　原　牧　子

川崎寿松会
加　藤　知　恵

ふじの実会
小野寺　智　久
村　上　章　子

４．�ボランティア
活動関係功労

　（社協会長　表彰状）
１　�ボランティア

活動功労　個人
　（10年以上の活動）
一関支部
菊　池　静　枝
阿　部　真由美
佐々木　久仁子
狩　原　里　美
橋　本　　　修

５．�共同募金運動
関係功労

　（社協会長　表彰状）
１　�共同募金運動

功労　個人
　（８年以上の活動）
一関支部
千　葉　　　昭
千　葉　榮　市
阿　部　克　朗
辻　山　慶　治
千　葉　康　弥
茶　畑　トシ子
槻　山　喜一郎
伊　藤　　　一
佐　藤　　　精
佐　藤　勝　一

花泉支部
千　葉　雄一郎
阿　部　富　次

大東支部
千　葉　一太郎
大　原　一　則
武　田　文　一
渥　美　　　力
菅　野　玲　嗣
及　川　幸　夫
加　藤　寛　治
加　藤　　　正
下川原　一　二
佐　藤　軍　一

千厩支部
山　田　照　夫
千　葉　照　嘉
佐　藤　　　弘

東山支部
鈴　木　正　敏
菅　原　信　吉
千　葉　秋　美
鈴　木　　　誠
那須野　元　弘

室根支部
千　葉　賢　司
小野寺　洋　子

川崎支部
菅　原　常　夫
小　山　　　司

藤沢支部
三　浦　直　志
三　浦　　　徹

６．�福祉事業への
寄附

　（社協会長　感謝状）
１　�福祉事業への

寄附　個人
　（５万円以上の寄附）
一関支部
菅　原　哲　雄
佐　藤　卓　郎
高　泉　　　博
蜂　谷　紘　子
鈴　木　千　鶴
安　部　洋　子
千　葉　　　修
藤　島　　　理
千　葉　　　恒
佐　藤　与　一
佐　藤　　　昌

花泉支部
小野寺　勝　郎
菅　原　勝　郎
小野寺　恒　夫
高　橋　和　夫
熊　谷　輝　夫
菅　原　忠　興
及　川　達　也
佐々木　敬　二
及　川　　　賢
菅　原　寿　春
田野崎　清　喜
千　葉　あや子
渡　邊　克　己
髙　橋　和　也
髙　橋　宏　幸
菅　原　美　香
佐　藤　伸　一
奥　山　喜美雄

大東支部
菊　池　静　逸
樋　口　弘　司
千　葉　岩　穂
伊　東　鉄　郎
和　賀　勝　志
本　多　且　司
村　上　政　一
加　藤　文　明
菅　原　美重子
小　島　好　男
金　野　源　吉
芦　　　　　勝
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熊　谷　　　東
菅　原　正　浩
那　須　恒　子
伊　東　　　孝
菅　原　隆　一
高　橋　祐　子
佐　藤　博　幸
佐　藤　忠　博
三　浦　　　淳
加　藤　隆　一
栃　澤　信　子
佐　藤　哲　男
佐　野　修　弘
加　藤　國　男
岩　渕　　　博
佐　藤　隆　博
中　澤　伸　一
佐　藤　富士子
千　葉　　　昇
千　葉　八重子
菊　池　正　雄
佐　藤　幸　男

千厩支部
伊　藤　秋　一
伊　藤　庸　子
藤　原　直　志
藤　原　保　行
佐　藤　豊　隆
熊　谷　し　ま
千　田　雅　裕
金　野　森　義
氏　家　育　夫

東山支部
佐　藤　　　登
細　川　　　晃
鈴　木　和　弘
鈴　木　　　真
佐　藤　正　一
鈴　木　　　勝
鈴　木　千　秋
佐　藤　暢　義
佐　藤　勇　一
岡　崎　ノリコ
渡　辺　　　寛
鈴　木　正　純
楠　木　順　子
小　山　博　子
佐　藤　久　耕
鈴　木　一　男
吉　田　　　昇
石　川　静　夫
石　川　　　晃
細　川　盛　男
鈴　木　淳　一

鈴　木　　　誠
小野寺　貞　男
髙　橋　クニコ
佐　藤　守　男
細　川　直　宏
小野寺　　　宏
千　葉　　　宏

室根支部
小野寺　正　義
藤　原　昭　一
小　山　隆　幸
小　山　正　典
佐　藤　雅　弘
菅　原　輝　一
金　野　忠　三
岩　渕　　　淳
加　藤　勝　弘
斎　藤　久　美
志　田　一　男
渡　邊　幹　男
佐　藤　守　一
加　藤　豊　志
三　浦　孝　二
佐　藤　一　盛
藤　代　俊　久
伊　東　　　誠
畠　山　寿　典
吉　田　裕　之
熊　谷　俊　幸
菅　原　康　祐
金　野　森　義
清　水　よ　し
日　下　浩　一
村　上　友　子
小　山　安　男
白　戸　寛　子
高　橋　順　博

川崎支部
小　山　　　聡
橋　本　義　勝
佐　藤　　　功
神　山　ツギヨ
小　山　範　輝
金　今　憲太郎
遠　藤　輝　男
鈴　木　　　章
千　葉　芳　直

藤沢支部
千　葉　光　郎
佐　藤　巖　雄
千　葉　　　茂
小野寺　一　郎
三　浦　和　洋
佐　藤　鉱　一

須　藤　善　弘
小野寺　義　喜
藤　澤　　　賞
佐　藤　正　敏
伊　東　孝　一
高　橋　　　明
佐　藤　明　信
千　葉　　　均
石　川　　　忠
千　葉　正　義
及　川　拓　也
石　川　精　也
小野寺　桂　一
芳　賀　ゆみ子
阿　部　浩　一

２ �福祉事業への
寄附　団体

　（５万円以上の寄附）
本部
東 北アルフレッ
サ株式会社

Ｊ Ａいわて平泉
葬祭センター

特 定非営利活動
法人ケアセン
ターいこい

あ いおいニッセ
イ同和損害保
険株式会社

一 関市老人クラ
ブ連合会

一関支部
一関地区保護司会
　 第29回チャリ
ティー踊りの
会出演10団体

舞 川地区福祉活
動推進協議会

一関信用金庫本店
　信　友　会
　しあわせの会
一関茶道会
法泉寺寒修行団
岩　渕　健　彦
佐　藤　関　水

花泉支部
第 29回一関市老
連花泉支部芸
能まつり実行
委員会

大東支部
大 東芸術文化協
会摺沢支部

大 東芸術文化協
会大原支部

千厩支部
蔵サポーターの会

東山支部
田河津地域婦人会
山 神社奉納演芸
会竹沢集落振
興会

室根支部
有 限会社オイルラ
ンドスガワラ
株式会社オヤマ

藤沢支部
株式会社アーク

７．�共同募金への
寄附

　（社協会長　感謝状）
１　�共同募金への

寄附　団体
　（５万円以上の寄附）
一関支部
一 関市役所職員
一同

一 関地区遊技場
組合青年部

一 関市女性セン
ター自主クラブ
連絡協議会チャ
リティーバザー
実行委員会
第 34回歳末助け
合い市民芸能
まつり実行委
員会

東磐運送株式会社
有限会社澁屋
第 四十八回一関
民謡と民舞踊
のつどい実行
委員会

花泉支部
花泉仏教会

千厩支部
一 　関市ゲート
ボール協会

　千厩支部
千厩地区婦人会

東山支部
岩 手県曹洞宗
　青年会
一 関市立東山
　中学校生徒会

８．家庭介護者褒賞
　（社協会長　褒賞状）
　（８年以上の介護）
一関支部
小野寺　トモ子
小　形　公　雄
小野寺　あつ子
吉　田　律　子

花泉支部
岩　渕　亜希子
渡　邊　智栄子
千　葉　弘　一
千　葉　節　子

大東支部
佐　藤　　　正
青　栁　節　美

千厩支部
小野寺　美知子
小　山　誠　発

東山支部
大　内　まつ子
鈴　木　由美子

室根支部
熊　谷　公　孝

川崎支部
千　葉　整　司
門　田　芳　久

９．�岩手県共同募金会
会長感謝状

１　寄附
一関地区事務所
第 34回歳末助け
合い市民芸能
まつり実行委
員会

一 関市女性セン
ター自主クラ
ブ連絡協議会
チャリティーバ
ザー実行委員会

有限会社澁屋
花泉地区事務所
花泉仏教会

千厩地区事務所
千厩地区婦人会

東山地区事務所
岩 手県曹洞宗
　青年会

２　奉仕
一関地区事務所
社 会福祉法人
　つくし会
社 会福祉法人
　柏寿会

花泉地区事務所
一 関市立永井
　小学校児童会
一 関市立涌津
　小学校児童会
一 関市立油島
　小学校児童会
一 関市立金沢
　小学校児童会
岩 手県立花泉
　高等学校
北星電機有限会社
Ｓ ＷＳ東日本株式
会社花泉部品
　物流センター
一 関市グラウン
ドゴルフ協会
花泉支部

花泉駅前睦会
花 泉古代稲生産
組合

花 泉ロータリー
クラブ

花 泉ライオンズ
クラブ

創価学会花泉支部
川崎地区事務所
障 害福祉サービス
事業所ワーク
ジョイかわさき
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一関市社会福祉協議会には、８つの支部が
あります。支部通信では、それぞれの支部
の取り組みなどについてご紹介します。

一
関
支
部

大
東
支
部

東
山
支
部

川
崎
支
部

花
泉
支
部

千
厩
支
部

室
根
支
部

藤
沢
支
部

大災害を忘れない

自然を満喫 !!夏の思い出

子育てサロンの夏祭り☆

支え合いながら活動を

健康長寿を願って
～手づくり健康枕の寄贈～

夏休みを有意義に！！
～福祉体験にチャレンジ～

みんなで作ろう　千厩こどもキッチン

健康ふれあいウォーキング in黄海

　Ｓ22・23年のカスリン・アイオン台風による犠牲者への追悼の誠をさ
さげるため、水難物故者追悼法要が磐井川聖観音像前で行われました。
法要後、参列者が思いを乗せた燈篭を川に浮かべ、手を合わせました。

　子育てサロン「ひよこクラブ」が、こども夏祭りを開催。
10組が参加して、うちわ作りや的当てなどの手作り縁日を
楽しみました。

　川崎町手をつなぐ育成会、かわさき虹の会との合同でやまび
こ教室を開催。西和賀町碧祥寺博物館見学や食事会を通じ、み
んなで支え合いながら活動をしていきたいと交流を深めました。

　ＪＡいわて平泉ハートフル花泉支部より、手づくり健康枕が寄贈さ
れました。20年以上毎年行っているもので、会員の皆さんが花泉地
域の米寿当祝者 115名に心を込めたそば殻入り枕を作成しました。

　夏休み期間中に町内３会場で開催しました。今回のメ
ニューはたくだけピラフ、野菜たっぷりミネストローネ、簡
単フルーツパフェ。みんなで作って食べるとおいしいね！

　デイサービスセ
ンター室根を会場
に、「福祉体験に
チャレンジ」を開
催。14名の中学
生が介護体験をし
ました。写真の日
は、夏祭りのイベ
ントで楽しい１日
を過ごしました。

　健康づくりや障がい者との交流を目的に、今年は黄海地区
でウォーキングを開催しました。参加した約 50名が６㎞の
道のりを歩き、昼食には豚汁やビンゴ大会で楽しみました。

８月22日

８月９日８月４日

８月20日

７月29日～８月９日

７月19日

８月２日 ７月14日

　猿沢市民センターと猿沢地区福祉活動推進協議会の共催で
「川遊び教室」が開催され、子どもたち 40名が参加。砂鉄川
漁業協同組合の協力を得て川で魚のつかみ取りを楽しみました。
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　今回の活動内容は、高齢者福祉だけでなく「大原の子育てへの支援」を
充実させるよう児童・青少年福祉を推進している大原地区福祉活動推進
協議会（千葉　誠会長）です。
　住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりの一助となるよう４つ
の柱（①児童・青少年福祉　②高齢者福祉　③障がい者福祉　④地域
福祉）を立て、福祉活動を推進しています。
　大原地区では昨年度９人のお子さんが誕生しました。同協議会では次
世代を担う子どもの誕生を地区全体で祝福し健やかな成長を願うととも
に、安心して子育てができるよう出生祝い金事業を行っています。祝い
金は、地区の役員さんが子どもが誕生したお宅を訪問して保護者に贈呈
され、保護者から大変感謝されています。
　また同協議会では、児童の健全育成を図るため地区内で活動している大原保育園父母の会や子育てクラブへの
活動支援も行っています。なかでも、子育てクラブ「こっこらぼ」（平成 29年６月４日発足）の活動の一つと
して、「助け合い学童保育」（４月１日より特定非営利活動法人いわい地域支援センターが運営）を長期休業時

に保護者等が仕事により昼間不在となる家庭の小学生を預かるための
活動として、平成 29年度から行っています。他には、「子ども食堂」や 
「プレーパーク」の活動も行っています。このように、子育てクラブ「こっ
こらぼ」では、子どもたちの放課後から失われた「３つの間」、「時間」
（ゆったりした時間）、「空間」（たくさんの遊び場）、「仲間」（多くの
友達との遊び）を数少ないスタッフで提供しています。
　同協議会の皆さんの「子どもは地域の宝、大原の宝」という想いが、
地区内の子育て支援を充実させていくのだろうと感じました。　
（※プレーパーク⇒「冒険遊び場」とも呼ばれ、通常の都市公園のようにブ
ランコやシーソーなど既存の遊具はなく、子どもたちが自由な発想で遊び、
作りあげていく遊び場。）

（担当：地域福祉コーディネーター　菅原）

福祉活動推進協議会の活動紹介

●第 6回●　一関市大東町大原地区

子ども食堂

　住民参加による地域の支え合い活動を推進することを目的に、地域で身近な福祉課題に取り組んで
いる団体または住民に向けた福祉サービスを行う団体が自ら企画・実施する事業に対し、公募型の助成を
行っております。
　４月10日から６月28日まで申請を受け付けていた平成31年度一般公募団体助成事業について、一関
市共同募金委員会審査委員会による審査の結果、助成が決定しましたのでお知らせします。

平成30年度赤い羽根共同募金による
平成31年度「一般公募団体助成事業」助成決定

「一般公募団体助成事業」（二次募集）の申請を受け付けています
〇助成対象団体
　一関市内で、住民の福祉向上等を目的に活動している任意のボランティア団体、自治会・町内会等
の住民グループを対象とする。

〇助成額
　助成総額23万5千円の範囲内で１団体５万円以内とする。

〇申請受付期間
　令和元年８月７日（水）～令和元年10月９日（水）必着

地域 事　業　名 実施団体名 決定額
花泉 世代間交流グラウンドゴルフ大会 白崖自治会 15,000
大東 流しそうめん会 大原スポーツ愛好会 50,000

助け合い学童

詳細は当社協のホームページに掲載しております。
URL:http://www.ichinoseki-shakyo.com/
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　10月１日から全国一斉に赤い羽根共同募金運動がはじまります。市内でもさまざまな
募金活動を行います。

 　
戸別募金：各世帯へ募金を呼びかけます
法人募金：企業、団体などへ募金を呼びかけます
職域募金：�企業や社会福祉法人等の従業員、職員の方へ

職場での募金をお願いしています
学校募金：�学校を通じて、児童・生徒のみなさんへ募金

を呼びかけます
街頭募金：�商店など人の集まる場所で募金を呼びかけます
イベント募金：イベントで募金を呼びかけます�

　みなさまからいただいた募金は、約 55％がふれあいサロンやひとり暮らし高齢者の集い、福祉団体
への助成など、市内で行われる地域福祉活動に使われます。約 30％は、岩手県内の民間福祉施設の修
繕整備や車両整備、ボランティア団体などへの助成に使われるほか、災害時のための災害準備金として
積み立てられます。
　みなさまの温かいご協力をお願いいたします。

共同募金会への寄付には税制上の優遇があります
　個人からの２千円を超える寄付は所得税及び住民税にかかる寄付金控除の対象に
なります。また、株式会社などの法人からの寄付は「全額損金」算入になります。詳
しくは、一関市共同募金委員会または最寄りの地区事務所までお問い合わせください。

お問い合わせ  
一関市共同募金委員会　23-6020
一関地区事務所　23-6020　　花泉地区事務所　82-4002　　大東地区事務所　71-1177
千厩地区事務所　53-2885　　東山地区事務所　47-3238　　室根地区事務所　64-3983
川崎地区事務所　43-4323　　藤沢地区事務所　63-5122

「赤い羽根自動販売機」を設置しませんか？
　「赤い羽根自動販売機」は、飲料を購入の際、その売上の一部が「赤
い羽根共同募金」に寄付される仕組みです。「赤い羽根自動販売機」
設置契約の際、設置者と自販機設置協力企業の設定した割合で募金
ができます。新規の設置のほか、既存の自動販売機を赤い羽根自動
販売機に切り替えることも可能です。

赤い羽根共同募金運動がはじまります

募金の方法

じぶんの町を良くするしくみ
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令和元年６月から令和元年８月末までに、市民の皆様からご寄附がありました。

社会福祉法人　一関市社会福祉協議会ホームページ　http://www.ichinoseki-shakyo.com/

まごころ寄附の使いみち
♥ ♥
　皆様からいただいたまごころ寄附は、社協だよりの発行、在宅介護者リフレッシュ事業費の一部に使われるほか、
「小地域福祉推進事業（地区福祉活動推進協議会等への助成）」「ボランティア事業」など、地域福祉を推進するため
の貴重な財源となっております。

まごころ寄附

本部・各支部連絡先  
本部・一関支部（23-6020）　　花泉支部（82-4002）　　大東支部（71-1177）　　千厩支部（53-2885）

東山支部（47-3238）　　室根支部（64-3983）　　川崎支部（43-4323）　　藤沢支部（63-5122）

本　　　　部				  
　　　　　生田流箏糸会
	 会主　佐　藤　テル子 様　　21,643円
	 花沢流蕃扇会 様　100,000円

一関支部				  
石畑	 　　千　田　冨二生 様　100,000円
	 一関小学校児童会 様　　13,042円
　　　　　一関地区保護司会第30回チャリティー踊りの会

　出演10団体 様　100,000円

花泉支部				  
涌津字深竹	 　　佐々木　　　茂 様　100,000円
金沢字南沢	 　　菅　原　静　悦 様　100,000円
永井字粒乱田	 　　小野寺　　　功 様　　50,000円
日形字井戸沢	 　　小野寺　陽　一 様　　50,000円
永井字待井	 　　佐　藤　和　男 様　100,000円
　　　　　アラトプロジェクト
	 代表　荒　井　供　実 様　　20,000円
　　　　　花泉ダンス同好会
	 会長　阿　部　すみ子 様　　10,000円

大東支部				  
摺沢字樋ノ口	 藤　野　清　人 様　　30,000円
大原字当摩	 加　藤　賢　治 様　　30,000円
渋民字野手害	 及　川　四　郎 様　　50,000円
中川字川又	 髙　橋　政　智 様　100,000円
大原字立町	 熊　谷　幸　次 様　　50,000円
曽慶字田中	 足　利　良　男 様　　50,000円
	 匿　　　名 　100,000円
　　　　　一文字流会
	 会主　一文字　美　咲 様　　30,000円
　　　　　沖田ダンスサークル　スイートピー　
	 　　佐　藤　秀　子 様　　5,000円
摺沢字樋ノ口　　　　　　 藤　野　清　人 様  はくパンツ101枚

紙オムツ16枚
尿とりパッド159枚

猿沢字伊勢堂　　　　　　 小野寺　教　子 様    　毛布20枚
タオル39枚

	 匿　　　名 タオル166枚

　匿　　　名 紙パンツ12袋
尿とりパッド８袋
からだタオル26パック
　防臭剤３本
タオル18枚
その他介護用品

千厩支部				  
小梨字堂ヶ崎	 　　尾　形　秀　治 様　100,000円
奥玉字萱刈場	 　　藤　野　宝　治 様　　30,000円

東山支部				  
長坂字町	 　　菅　原　喜　哉 様　100,000円
　　　　　田河津地域婦人会
	 会長　小野寺　克　子 様　　50,000円
　　　　　松川地域婦人会
	 会長　安　東　京　子 様　タオル141枚

室根支部				  
折壁字笠松	 駒　場　和　夫 様　　30,000円
津谷川字下川原	 芳　賀　勝　広 様　　50,000円
折壁字田茂木	 伊　東　　　誠 様　　50,000円
折壁二丁目	 奥　野　一　仁 様　　50,000円
折壁一丁目	 千　葉　利　有 様　100,000円
矢越字二本木	 加　藤　　　好 様　　50,000円
津谷川字本宿	 佐　藤　　　浩 様　　50,000円
津谷川字浮野	 三　浦　公　夫 様　　50,000円
津谷川字浮野	 日　下　京　子 様　　50,000円
矢越字大畑	 櫻　井　とみ子 様　　50,000円
津谷川字竹野下	 及　川　　　亨 様　　50,000円
津谷川字古金生	 芳　賀　哲　也 様　　50,000円
津谷川字竹野下	 橋　本　恵　子 様　　50,000円
津谷川字竹野下	 及　川　力　夫 様　　50,000円
　　　　　一関市ゲートボール協会
	 室根支部長　千　葉　鐵　男 様　　12,551円

川崎支部				  
門崎字銚子	 　　鈴　木　りつ子 様　　50,000円
	 匿　　　名 　100,000円

藤沢支部				  
黄海字上曲田	 　　佐々木　勝　政 様　100,000円
藤沢字柳平	 　　佐　藤　千　晴 様　　50,000円
黄海字天沼	 　　千　葉　廣　二 様　100,000円

お詫び
　「いちのせき社協だより第52号（2019年６月30日発行）」において、掲載内容に誤りがありまし
たのでお詫びして訂正いたします。
•６ページ　役員・支部長紹介
　（誤）理事　　葛西　信昭　　再　　藤沢　　　（正）理事　　葛西　信昭　　再　　川崎


